
 

 

 

本年度のテーマ「集落コミュニティの支えあい」

の実践を学ぶため、広島県安芸高田市川根振興協議

会辻駒健二会長をお招きし、過疎・高齢化、地域の

存続の危機に立ち向かう住民自治組織の活動を通し

た基調講演のほか、道内の保健師、社会福祉協議会、

議員それぞれの実践報告から集落コミュニティの支

えあいを考えます。 

 研究大会の午前には、研究及び実践発表も行いま

す。発表者の応募も受け付けておりますので、奮っ

てご参加、ご応募願います。 

※詳細は、大会要綱及び研究発表募集要綱をご確認下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 催：北海道地域福祉学会 

後 援：北星学園大学 

北海道社会福祉協議会（予定） 

開催日：11 月 9 日（土）10:00～17:00 

会 場：北星学園大学第２研究棟第１会議室 

内 容：①研究・実践発表 

    ②基調講演 

     ③シンポジウム 

 交流会：参加費 3,500 円程度 ※会場未定 

申込み：10 月 31 日（木）までに事務局へお 

申し込みください 

 

 

  

 発行日：2013 年 10 月 1 日  編集：北海道地域福祉学会広報委員会（委員長 忍 正人）  

全道研究大会開催!! ＆ 研究・実践研究発表募集!! 

日本地域福祉学会第 28 回大会 

来年度 2014 年の大会は島根県において開催さ

れる予定です。大会周知にあわせ自由研究発表の

申し込みも開始されることから、北海道からも多

くの研究発表が行われることを期待します。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

会期：2014 年 6 月 14 日（土）～15 日（日） 

会場：島根県／島根大学 

大会申し込み：例年 5 月上旬頃まで 

研究発表申し込み：例年 3 月中旬頃まで 

業務委託や講師等の派遣調整を行います 

本学会では、学会役員及び会員の研究活動を社

会還元するため、各種の業務委託や講師派遣等を

行っています。 

 事務局においてそれら調整やご相談に応じてお

りますので、各方面への周知協力並びに事業への

ご協力をお願いいたします。 

 

内 容：①研究・実践発表 

   ②基調講演『地域住民が担う集落の支えあいの可能性』 

講師：辻駒健二 氏（広島県安芸高田市 川根振興協議会 会長） 

    ③シンポジウム『集落コミュニティの支えあい』 

      シンポジスト：小松亜紗子 氏（鶴居村役場 住民課こども保健推進係 保健師）、谷一之 氏

（下川町議会 議長）、藤江紀彦 氏（登別市社会福祉協議会 事務局長） 

  コーディネーター：北海道地域福祉学会 会長 杉岡直人（北星学園大学社会福祉学部教

授）、副会長 北村久美子（前旭川医科大学医学部看護学科教授） 

コメンテーター：辻駒健二 氏（広島県安芸高田市 川根振興協議会 会長） 



□ 第１回定例研究会 in 名寄【ご報告】 

8 月 10 日（日）名寄市総合福祉センターにおいて

第 2 回定例研究会を開催しました。「集落の支えあ

いシリーズ～地域に潜在する福祉課題への取り組み

～」と題し行われた研究会には 34 名が参加。北海

道社会福祉士会道北地区支部北部ブロックとの共催

事業として実施したため、名寄近郊からの参加も多

くありました。 

当日は忍正人理事（名寄市立大学准教授）の総論、

大島康雄会員（さっぽろ社会福祉士事務所代表）と

中川睦季会員（新ひだか町社会福祉協議会主幹）両

名による実践報告をただきました。 

 

□ 北海道地域福祉研究第16巻完成【ご報告】 

昨年度会員の皆様よりお寄せいただいた 10 編の

研究をまとめた「北海道地域福祉研究第 16 巻」が

完成しました。 

 編集委員会（委員長：橋本伸也学会理事、藤女子

大学教授）において編集作業が続けられ、このほど

完成した研究誌は既に会員の皆様に送付しておりま

すのでご覧ください。 

 

◆掲載論文 

１．地域医療の現状と課題―北海道斜里郡斜里町を事例

として― 

２．精神障害者による当事者活動の展開と課題―定義、

歴史的背景と北海道浦河町における実践の位置づけ

― 

３．高齢者被服における色彩の役割－地域高齢者のコミ

ュニケーション促進につながる色づかい－ 

４．高齢者世帯類型別にみる福祉課題―縮小社会 X 市

の事例から― 

５．高齢者向け公的賃貸住宅における居住者の住意識に

関する研究―北海道釧路郡釧路町遠矢コレクティブ

ハウジング居住者を事例として― 

６．介護老人福祉施設入所者家族の認識の変化と支援の

あり方―平成 13 年度と平成 24 年度の調査から― 

７．社会福祉士の独立過程における独立スタイルの仮説的

検討一独立型社会福祉士への質的調査から― 

８．メゾ・システムを基盤にした北海道ひきこもり生活

支援アンケート調査と考察 

９．北海道の買物弱者問題の現状と課題―自治体アンケ

ート調査から― 

１０．パーソナル・アシスタンス制度利用におけるセル

フケアマネジメントの課題 

 

■ 事務局より 

― 会員状況（2013 年 9 月末日現在） 
新規入会（敬称略、入会順） 

特定非営利活動法人ワークショップ実の里（団

体賛助会員）、熊澤修（特定非営利活動法人て

んびんばかり北海道）、工藤順也（石狩市社会

福祉協議会） 

退会（敬称略、氏名のみ掲載） 

なし 

 【現会員数 109 名・団体】 

― 学会会費の納入をお願いします 

学会規約に基づき会費は年額 5,000 円、会費を 2

年以上滞納した会員は理事会にて退会したとみなす

ことができると定められておりますが、より多くの

会員の皆様と共に北海道の地域福祉研究を推進する

ため、会費の納入にご協力をお願いいたします。 

― 会員情報の変更をご連絡ください 

新年度に入り、勤務先や所属先、役職等、会員情

報登録に変更があった場合は、事務局にご連絡をお

願いいたします。連絡先不明かつ学会費の滞納が続

く場合には、理事会において退会手続きを行うこと

になりますのでご了承願います。 

― 今後の活動日程（予定） 

第３回定例研究会 

 開催日：2014 年 2 月 22 日（土） 

 会 場：札幌市内 

 講 師：未定 
 

□事務局（事務局員：篠原・佐藤） 

〒004-0022 札幌市厚別区厚別南２丁目７－２８ 

一般社団法人 Wellbe Design 内 

ＴＥＬ：０１１－８０１－７４５０ 

ＦＡＸ：０１１－８０１－７４５１ 

Ｅメール：info@hacd.jp 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※下線のあるページは現在作成中です。 

入会も会員情報の変更も様式

がダウンロード可能です。会

員のお誘いなどにも活用くだ

さい。 

 学会活動テーマ 

 学会概要 

 役員名簿 

 委員会名簿 

 学会事務局 

 事務局所在地 

学会概要 

 投稿募集 

 投稿規程 

 執筆要領 

 バックナンバー 

 その他刊行物 

機関誌 

 学会ニュース 

学会ニュース 

 入会のご案内 

（会員種別表） 

 会員情報変更 

 退会について 

 会員ページ 

入会案内 

 問い合わせフォーム 

お問い合わせ 
機関誌のバックナンバーは、1995 年から

2011年度に発行された「北海道地域福祉研究」

が PDF で閲覧・ダウンロードできます。掲載

論文を検索しやすいようにタイトルと執筆者

名が表記されます。 

タイムリーな情報はフェイス

ブックをご覧ください。ウェ

ブサイト上でも「いいね！」

ができます★ 

本年度総会議事録にあわせ、会員専用ページへア

クセスするためのパスワードを発行しています。

会員のみが入手できる限定的な情報が受け取れま

す。パスワードが不明な方はご連絡を！ 

声をお寄せください 
ウェブサイトやフェイスブック、学

会ニュースなどの各種広報物に関す

るご意見やご感想などをお気軽にお

寄せください。可能な限りご意見等

を反映し、より良い情報提供・発信

に役立てます。 スマートフォンでもタブレット

でも、もちろんガラケーでも、使

用する端末にあわせて自動でペ

ージ構成が切り替わります。 

第１号から最新号まで全ての学

会ニュースが PDF で閲覧・ダウ

ンロードできます。入会前の情報

も必見！ 

既に当学会のウェブサイトはご覧になっ

ていると思いますが、昨年よりかなりリ

ニューアルされたウェブサイトをご紹介

します。今後も新たな情報やページを増

やす予定です。定期的にご覧いただける

と幸いです。 
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